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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年9月4日(2014.9.4)

【公表番号】特表2014-508714(P2014-508714A)
【公表日】平成26年4月10日(2014.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2014-018
【出願番号】特願2013-539191(P2013-539191)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/28     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ  15/00    ＣＳＰＥ
   Ｃ０９Ｋ   3/00    　　　Ｔ
   Ｂ０１Ｊ  31/28    　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ  35/02    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月16日(2014.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水の還元による水素の製造法において、
　式（Ｉ）

【化１】

［式中、Ｍ＝イリジウム若しくはルテニウム、かつＸは、ＮＲ、Ｏ若しくはＳを意味し、
式中、Ｅは、
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【化２】

から選択されていてよく、式中、Ｒ及びＲ1～Ｒ30は、それぞれ互いに無関係に、水素、
ハロゲン、炭素原子１～２０個を有する直鎖状若しくは分枝鎖状のアルキル、炭素原子２
～２０個及び１個以上の二重結合を有する直鎖状若しくは分枝鎖状のアルケニル、炭素原
子２～２０個及び１個以上の三重結合を有する直鎖状若しくは分枝鎖状のアルキニル、炭
素原子１～６個を有するアルキル基で置換されていてよい、炭素原子３～７個を有する飽
和、部分不飽和若しくは完全不飽和のシクロアルキルの意味を有し、かつ、ここで、置換
基Ｒ1～Ｒ30は、ペアで単結合若しくは二重結合によって互いに結合して芳香族環若しく
は脂肪族環を形成していてよく、かつ、ここで、１個以上の置換基Ｒ1～Ｒ30の１個の炭
素原子又は２個の隣接していない炭素原子は、－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、
－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＳＯ3－、－Ｎ＝、－Ｎ＝Ｎ－、－ＮＨ－、－ＮＲ
'－、－ＰＲ'－、－Ｐ（Ｏ）Ｒ'－、－Ｐ（Ｏ）Ｒ'－Ｏ－、－Ｏ－Ｐ（Ｏ）Ｒ'－Ｏ－、
及び－Ｐ（Ｒ'）2＝Ｎ－の群から選択された原子及び／若しくは原子団によって置き換え
られていてよく、ここで、Ｒ'は、炭素原子１～６個を有するフッ素化されていない、部
分フッ素化された若しくは過フッ素化されたアルキル、炭素原子３～７個を有する飽和若
しくは部分不飽和のシクロアルキル、非置換若しくは置換されたフェニル又は非置換若し
くは置換された複素環であり、ここで、Ｙ-は、一価のアニオンを意味する］の化合物を
少なくとも有する触媒系を用いることを特徴とする方法。
【請求項２】
　Ｘが酸素又は硫黄であることを特徴とする、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　Ｅが、

【化３】

［式中、Ｒ13～Ｒ16は、請求項１で挙げられた意味を有する］から選択されていることを
特徴とする、請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　Ｒ1～Ｒ30が、水素、ハロゲン、炭素原子１～２０個を有する直鎖状若しくは分枝鎖状
のアルキル若しくはフェニルであるか、又は置換基Ｒ1～Ｒ30が、ペアで単結合若しくは
二重結合によって互いに結合して芳香族環若しくは脂肪族環を形成していることを特徴と
する、請求項１又は２記載の方法。
【請求項５】
　請求項１記載の化合物を少なくとも有し、かつ付加的に水還元触媒及び電子供与体を含
むことを特徴とする触媒系。
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